
～出生率アップと女性活躍～ 



二兎を追う三位一体 

意識改革 

働き方改革 
働く場の提供 

 子育て環境の 
充実 



未婚率と有配偶出生率の状況 (平成22(2010)年  都道府県別) 

子育てデータ 



不妊（不育）専門相談センター 
「ルピナス」 

子育て 

  各ライフステージで悩みに即した対策をきめ細かく実施 

出
会
い

妊
娠

出
産

子
育
て

結婚を希望する男女への支援
・結婚を応援する気運の醸成 ・婚活イベント情報の提供

・出会いサポートセンターによる会員制のお見合い仲介

産前産後ケアセンターによる支援
実施主体：県と市町村の広域的な連合体

事業内容：宿泊型産後支援 電話相談事業 等

多子世帯保育料減額制度の拡充
実施主体：市町村（県が半額補助）

事業内容：第2子以降3歳未満児の保育料無料化 年収約640万円未満世帯（第5階層）

乳幼児医療費の助成
実施主体：市町村（県が半額補助）

事業内容：<通院>５歳未満、<入院>就学前 現物給付方式（国保の減額調整）

妊娠・出産に関する情報提供
・不妊を含む妊娠・出産に関する正しい知識の情報提供、相談



国の制度の改善を要望 

第二子以降の保育料を無料化！ 

二人目をあきらめない 

仕事をあきらめない 

女性の
活躍 

第二子保育料の無料化と 

所得要件の大幅な緩和は、 

少子化対策と、女性の活躍促進に 

大きな効果がある 

Ｈ２８拡大

対象年齢 ３歳未満の入所児童 入所児童 入所児童

兄弟の要件 要件なし
同時入所児童数で計算
（小学校就学前）

制限なし

所得要件 年収約640万円未満 なし
年収約360万円

未満

第２子 無料 半額 半額

第３子以降 無料 無料 無料

山梨県
（H28～上乗せ）

国

子育て 

 有配偶出生率の低さに着目し、全県で第二子以降の保育料を無料化（市町村との共同事業） 

 背中を押す効果を期待 



産前産後ケアセンター 
子育て 

宿泊型（山梨県産後ケア事業） 

電話相談 

※日帰り型ケアもあり 

妊娠中から出産後の体や心のこと、育児（３歳児程度
まで）に関する悩みなどについて、24時間365日助産
師が対応しますので、お気軽にお電話ください。 

お母さんだけでなく、ご家族の方にもご利用いただけ
ます。 



Ｍ字の深さ、女性管理職の割合、合計特殊出生率 

働き方データ 

＊山梨県の産業構造 
零細企業が多い 
（事業所の63.29％が従業者5人未満） 
  ・社長が多い 
  ・一社では取り組みに限界 



働き方データ 



男女の役割に関する意識調査

「男は仕事、女は家庭」という考え方について

賛成
どちらか
といえば
賛成

どちらか
といえば
反対

反対

1 青森 6.9 38.0 44.9 26.8 18.7 45.5 9.1 0.4 H27

2 山形 7.4 30.4 37.8 30.9 17.2 48.1 11.6 2.5 H26

3 石川 7.2 18.4 25.6 20.9 17.5 38.4 2.0 1.7 32.3 H27

4 福井

5 山梨 9.3 30.6 39.9 23.6 18.9 42.5 15.3 2.4 H27

6 長野 6.0 30.9 36.9 32.2 23.2 55.4 6.6 1.1 H26

7 三重 6.8 25.0 31.8 27.1 33.3 60.4 5.3 2.5 H27

8 奈良 5.2 44.5 49.7 34.7 14.4 49.1 1.3 H26

9 鳥取 10.8 39.5 50.3 17.4 19.2 36.6 13.2 H26

10 島根 4.2 29.9 34.1 23.8 41.5 65.3 0.7 H26

11 高知

12 熊本 3.2 16.5 19.7 29.5 42.7 72.2 5.9 2.1 H26

13 宮崎 2.1 11.3 13.4 30.1 27.5 57.6 1.0 28.0 H27

全国 12.5 32.1 44.6 33.3 16.1 49.4 6.0 0.0 H26

調査
年度

賛成傾向 反対傾向

わからな
い

無回答
どちらと
もいえな
い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

青森

山形

石川

福井

山梨

長野

三重

奈良

鳥取

島根

高知

熊本

宮崎

全国

賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

わからない 無回答

どちらともいえない

意識データ 男女の役割に関する意識調査 

○ 男女の固定的な役割分担を肯定する意識は未だに強い。 
○ 各地域でばらつきがあり、地道な意識改革は自治体の重要な仕事 



男女の 
育休取得率 

男性の育児・家事への参加 意識データ 

○ 我が国の男性の家事・育児に費やす時間は国際的に低い水準。 
○ 男性の育休取得率は２％台。子育て期にある30歳代男性の約6人に1人は週60時間以上就業。 
 こうした働き方に関わる問題が男性の育児参加を妨げる要因になっていると考えられる。 

ネットワーク県 0:51～1:36 



  バランスをとって一歩ずつ進める 

   意識改革        

＊職場 

＊家庭内 

＊地道な広報活動、ネットワーク作り 

   働き方改革 
   働く場の提供 
＊300人以下の企業にも事業主行動計画を 

＊トップ、管理職、従業員 それぞれをまきこむ 

 子育て環境の充実 
    ライフステージに応じた 
      切れ目ない支援 

  ＊第二子以降の保育料の無料化 

  ＊産前産後ケアセンター、電話相談 


